
部

小

平

の

グ
成
熟
時
間H

に
入
っ
た
中
圏
内
政

部
小

平
体
制
下
の

中
国
は
、

毛

沢
東

体
制
下
の
カ

9
ス

マ

的

支
配
の

時
代
か

ら

歴

史
的
に

訣

別

し

て
、

い

ま

や

「

赤
い

貴
族
」

に

よ
る

官
僚
的

支
配
の

時
代
へ

と

大
き
く

移

行
し

た
。

と
の

よ

う
な
転

換
へ

の

過

渡

期
が

護
国

鋒

体

制
下
の

中
国
だ
っ

た
の

だ
が
、

今
日
の

郷
小

平
体
制
は
、

部
小

平
が

も
っ

と

も

信

頼
す
る

後

継

者
の

胡

嗣

邦
を
は

じ

め

と
し
て
、

万
里
、

挑

依
林
、

習

仲

勲
、

陳
亙

顕
、

胡

啓

立
ら

党
中
央

性
記
処
の

し

た
た
か
で

有
能
な

党
官
僚
に

支

え
ら
れ
、

中
国
の

政

治
・

社

会
構
造
の

ト

ー

タ
ル

な

非
毛

沢

東

化

を
い

よ
い

よ

推
進
し

よ

う
と
し
て
い

る
。

だ
が
、

激

励
の

中
国
の

政

治
過

程
に
お
い

て
、

政

治
的

凝

集
カ
へ

の

過

信
が
、

い

か
に

危

険
な
結

果

を
も
た
ら
し・

か

ね

な
い

か

を
、

と

れ
ら
党

官
僚
は

本
能
的
に

自

泊
し
て

12 
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い

よ

い

よ

始

ま

る

整

党

運

動

い

る
。

い

ま

や

『
郵
小

平
文

選
』

ま
で

刊

行
し
て

政

治
権

力
の

象
徴
的

存
在
に

な
っ

て
い

る

郵
小

平
そ
の

人
と
て
、

つ
い

先

年
は
、

最

悪
の

「
階

級
敵
」

「

陰
謀
家
」

と
し
て

二

度
も

葬
ら
れ
た

悪

夢
か

ら

ま

だ

完
全
に

解
き
放
た
れ
て

は
い

念
い

で

あ
ろ

う
。

政

治
的

念

非
毛

沢

東

化
と
経

済
的

・

社

会
的

な

「
四
つ
の

現
代
化
」

を
志

向
し
つ
つ

あ
る

今

日
の

中
国
の

歴

史
的

な
方

向
そ

れ

自

体
が
、

「
階

級
敵
の

陰
謀
」

の

歴

史
的

過

程
念
の

か

も
し

れ

な
い
。

ζ
の

よ

う

な
不

安
さ

え

否
定
で

き

な
い

今
日
の

中
国
社

会
の

諸
断

面
に

露
呈
し
て
い

る

諸
矛

盾
は
、

共
産
主

義
思

想
へ

の

信

頼
の

欠
如
、

中
国

共
産

党
の

指

導
へ

の

偲

頼
の

欠

如
、

「
四
つ
の

現
代
化
」

の

前
途
へ

の

信

頼
の

欠
如
と

い

う
、
い

わ
ゆ
る

コ
二

信
の

危
機
」

を
前

提
に

し
つ
つ

も
、

よ

り

実

際
的
に
は
、

中
国

民
衆
の

内
部
に

潜
在

す
る

部
小

平
・

胡

蹄

邦
体
制
へ

の

信

頼
感
の

欠

如
に

由
来
し
て
い

る

と
い

え
よ

う
。

と

う
し

た

状
況
の

な
か
で
、

も
し

も

郵
小

平
が

身

罷
っ

中
向鳥
嶺
雄

た

ら
、

郵
小

平
以

後
は
ど

う
な
る
の

か
、

と
い

う
恐
ろ
し
い

不

安
感
も

依
然
と
し
て

中
国

社
会
に
は

内
在
し
て
い

る
。

と
の

よ

う
な
不

安
感
は
、

部
小

平
体
制
へ

の

日

和

見
主

義

的

な
態

度
に

な
っ

て

現
れ
て
い

る
の

み

な
ら

ず、

や
が
て

抵
抗
か

ら
反

抗
へ

の
エ

ネ
ル

ギ

ー
に
つ

な
が

ら

な
い

と

も

か

ぎ
ら

な
い
。

だ
が
、

郵
小

平
体
制
の

将
来
に
つ
い

て
、

も
っ

と
も
深

い

地
点
で

不
安

を

抱
い

て
い

る
の

は
、

ほ
か

な
ら
ぬ

部
小

平
そ
の

人

だ
と
い

え
よ

う
。

し
か

も
、

彼
は
、

一

九
七
七

年
七

月
に

奇
跡
的

な
再
復
活

を
遂
げ
た
と
き
、

み

ず
か

ら

の

政

治
生
命
を
「
あ
と
八
年
か
ら

十
年
」

と

部
っ

た
指

現

者
で

あ

り
、

「
機
不
可
失
、

時
不

再

来
（

機

失

う
べ

か

ら

ず
。

時

再
び

来
ら

ず
）
」

を
座

右
の

金
言
と
し
て

愛

好
し
て
い

る

政

治
家
で

あ
る
。

毛

沢

東
の

晩
年
と

郡
小

平

の

そ
れ
と
の

決
定
的

な
違
い

は
、

政

治
家
と
し
て

見
た

場

合、

毛
沢

東
に
は

「
時

間
の

政

治
学
」

が

ま
っ

た
く

欠
如

し
て
い

た
の

に

た
い

し
て
、

郵
小

平
に
は
、

そ
れ
が

備
わ

l袋l3. 9. 6 
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時の歩み
八
年
第
2
四
半
期
の一
一
Mm
以
来
以
大。

米、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
数
段
機
械の
対
ソ
槍
出

規
制
解
除
』
米
商
務
省
は
二
十
日、
一
九
七
八

年
以
来
と
っ
て
き
た
石
油・
天
然
ガ
ス・
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
敷
設
後
械
の
対
ソ
禁
輸
措
凶
を
解
除

す
る
と
発
表
し
た。

レ
ー
ガ
ン
大
統
領、
反
核
運
動
を
批
判
1
レ

ー
ガ
ン
米
大
統
領
は
二
十
三
日、
ワ
シ
ン
ト
ン

州
シ
ア
ト
ん
で
の
在
郷
軍
人
会
で
演
鋭、
「
今

日
の
平
和
連
動
は
自
由
を
弱
体
化
す
る
戦
略
を

結
果
的
に
支
持
す
る
ζ
と
に
な
る」
と
述べ、

西
側
各
国
に
広
が
っ
て
い
る
反
核
迎
励
な
ど
を

階
に
批
判
し
た。

米
A
W
A
C
S
鎖、
チ
ャ
ド
か
ら
引
き
錫
げ

』
米
国
務
省
は
二
十
三
日、
チャ
ド
紛
争
を
監

視
す
る
た
め
ス
1
ダ
y
に
派
泊
し
て
い
た
空
中

警
戒

管制
（
A
W
A
C
S）
俊
二
機
と
そ
の
関

係
者
ら
を
政
ち
に
引
き
扮
げ
る
と
発
表
し
た。

中

南

米

チ
リ
野
党、
自
由
選
挙
を
要
求
』
チ
リ
の円以

大
政
党
キ
P
ス
ト
教
民
主
党
な
ど
五
党
で
構
成

す
る
「
民
主
同
盟」
は
二
十
二
日、
民
主
回
復

を
求
め
る
文
怨
を
発
表、
ピ
ノ
チェ
ト
大
統
領

の
辞
任
を
求
め
る
と
と
も
に、
一
年
半
以
内
に

自
由
選
挙
を
実
錯
す
る
た
め、

断口定
政
織
の
樹

立
を
要
求
し
た。

西

欧

ベ
ル
ギ
ー、

外
務
省
高
官
を
ス
パ

イ
容
疑
で

遺
鋪
』
チ
ン
デ
マ
ン
ス・
ベ
ル
ギ
ー
外
相
は
二

十
日、
同
国
外
務
省
の
ユ
1
ジ
ャ
ン
・
ミ
シ
孟

ル
欧
州
局
長
が
経
済
関
係
の
ス
パ
イ
活
動
容
疑

で一
週
間
前
に
逮
捕
さ
れ
た
と
と
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に、
と
れ
に
閲
巡
し
て
数
人
の
外

交
官
を
国
外
追
放
す
る
ζ
と
を
確
認
し
た。

P
L
O
メ
ンパ
l
暗
殺
さ
れ
る
H
在
ア
テ
ネ

の
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
後
第
（
P
L
O）
代
表
部

が
二
十
日
明
ら
か
に
し
た
と
と
ろ
に
よ
る
と、

P
L
O
主
流
派
フ
ァ
タ
ハ
の

寧事
司
令
官
で
あ

る
ア
プ・
ジ
ハ
ド
氏
の
側
近、
マ
l
ム
ン・
ス

ガ
イ
エ
ル
氏
が
同
日、
ギ
リ
シ
セ
圏
内
で
暗
殺

さ
れ
た。

仏、
O
A
U
に
特
使
派
遣
Eミ
y
テ
ラ
ン
仏

大
統
領
虫
干＝
百、
チ
キ
ド
紛
争
の
芦
沙
に

よ
る
解
決
の
追
を
採
る
た
め、
フ
ォ
ー
ル
下
院

外
交
委
員
長
を
特
使
と
し
て、
メ
ン
ギ
ス
ツ・

ア
フ
リ
カ
統一
機
悦
（
O
A
U）
柑副
長
（
エ
チ

オ
ピ
ア
臨
時

忽務
柿町
議
会
議
長）
の
も
と
に
派

遣
し
た。

ソ
連
・

東
欧

東
独
後
長
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
訪
問
I
東
独
の
ホ

ー
ネ
ッ
カ
ー
国
家
評
議
会
議
長
は
十
六
日
か
ら

十
八
日
ま
で
の
三
日
間
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
公
式
紡

問、
ヤ
ん
ぜ
ん
ス
キ
首
相
ら
と
会
談
し
た。
会

談
終
了
後
発
表
さ
れ
た
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は、

両
首
脳
が
「
東
独
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
両
国
の
党
の

協
力
の
た
め
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
合
意
を
み

た」
と
述べ
て
い
る。

ソ
速、
衛
回包
攻
撃
兵
器
の
凍
結
を
発
表
t
ア

ン
ド
ロ
ポ
フ－
Y
迎
共
産
党
議
記
長
は
十
八
日、

ク
レ
ム
リ
ン
で
米
民
主
党
訪
ソ
上
院
議
日
団
と

会
見、
衛
星
攻
恕
兵
総
の
宇
宙へ
の
配
備
に
つ

い
て、
ソ
述
は
い
か
な
る
タ
イ
プ
の
も
の
で
あ

れ、
そ
う
し
た
兵
器
を
む
初
に
打
ち
上
げ
る
と

と
は
し
な
い
旨
密
約
す
る
と
言
明
す
る
と
と
も

に、
米
国
に
対
し
て
同
様
の
措
置
を
と
る
よ
う

求
め
た。

ポ
ー
ラ
ン
ド、
作
家
協
会
に
も
解
散
命
令
f

ポ
ー
ラ
ン
ド
国
営
P
A
P
通
信
は
十
九
日、
ポ

ー
ラ
ン
ド
当
局
が
同
国
作
家
協
会
（
Z
L
P）

に
解
散
を
命
じ
た
と
報
じ
た。

ソ
連
共
産
党、

教背後
関
部
長
を
更
迭
1
十

九
日
の
モ
ス
ク
ワ
放
送
に
よ
る
と、
ソ
述
共
産

党
中
央
委
の
ト
ラ
ペ
ズ
ニ
コ
フ
科
学・
教
背
後

関
部
長
が
解
任
さ
れ、
後
任
に
ワ
ジ
ム・
メ
ド

ベ
1
ジェ
フ
氏
（
臼）
が
任
命
さ
れ
た。

ル
ー
マ
ニ
ア
が
米
ソ
に
緩
配
備
延
期
を
要
m

l
二
十
二
日
の
ル
ー
マ
ニ
ア
国
営
通
信
に
よ
る

と、
チセ
ウ
シェ
ス
ク・
ル
ー
マ
ニ
ア
大
統
領

は
と
の
ほ
ど
レ
ー
ガ
ン
米、
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ・

ソ
迎
両
首
脳
に
貌
惑
を
送
り、
欧
州
中
距
離
核

峨
力
（
I
N
F）
削
減
交
渉
が一
九
八
三
年
末

ま
で
に
合
意
に
達
し
な
い
場
合、
新
型、、、
サ
イ

ル
の
配
備
を
八
四

年末
か
八
五
年
初
め
ま
で
延

期
す
る
よ
う
要
請
し
た。

中
東
・
ア
フ
リ
カ

ア
ン
ゴ
ラ
婆
衝
陥
落
t
十
七
日
付
の
英
紙

「
ザ・
タ
イ
ム
ズ」
段、
ナ
ミ
ピ
ア
周
境
の
北

方
約
四
百
八
十
キ
ロ
に
あ
る
ア
ン
ゴ
ラ
京
市
部

の
戦
略
的
要偏
カ
ン
ガ
ン
バ
が、
十
五
日
に
同

図
反
政
府
派
の
「
ア
ン
ゴ
ラ
全
面
独
立
民
放
同

盟」
（
U
N
I
T
A）
と、
と
れ
を
支
援
す
る

南
ア
フ
リ
カ
邸
の
宇
陀
溶
ち
た
と
報
じ
た。

ザ
イ
1
ル
大
統
領、
チ
ャ
ド
訪
問
』
ザ
イ
l

ん
の
毛
プ
ツ
大
統
師酬
は
二
十
日、
チ
守
ド
公
式

訪
問
の
た
め
ヌ
ジ
セ
メ
ナ
入
り
し
た。

仏
戦
闘
機
が
チ
ャ
ド
到
着
1フ
ラ
ン
ス
軍
の

ジ
ャ
ギ
ュ
ア
戦
闘
後
四
機
が
二
十一
日、
中
央

ア
フ
リ
カ
の
空
軍
基
地
か
ら
チャ
ド
の
首
都
ヌ

ジ
ャ
メ
ナ
に
到
泊、
フ
ラ
y
ス
軍
兵
士
百
六
十

人
も
ア
ベ
シェ
に
到
治
し
た。

南
北
筒
イ
エ
メ
ン、
統
合
へ
前
進
1
南
北
両

イ
エ
メ
ン
の
統
合
を
目
指
す
「
イ
エ
メ
ン
最
高

僻
儀
会」
が
北
イ
エ
メ
y
の
首
都
サ
ヌ
ア
で
聞

か
れ、
二
十
日
共
同コ
ミ
品
ニ
ケ
を
発
表、
統

合
に
向
け
て
の
努
力
を
継
続
す
る
と
と
で
合
意

し
た。米中

東特
使、
エ
ジ
プ
ト
外
相
と
会
絞
tマ

ク
フ
ァ
ー
レ
ン
米
中
東
特
伎
は
二
十
日、
エ
ジ

プ
ト
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
で
ア
リ
同
国
外
相

と
会
隊、
レ
バ
ノ
ン
紛
争
の
収
拾
工
作
に
つ
い

て
話
し
合っ
た。
同
特
使
は
二
十一
日
ベ
イ
ル

ー
ト
入
り、
二
十
二
日
に
は
ワ
ザ
ン
・
レ
バ
ノ

ン
首
相、
ア
サ
ド
同
国
国
会
議
長
と
も
会
談
し

た。モ
イ
・

ケ
ニ
ア
大
統
領
再
選
決
ま
る
1
ケ
ニ

ア
の
大
統
領
選
挙
は
二
十
四
日
の
立
候
補
受
け

付
け
締
め
切
り
ま
で
に、
現
大
統
領
の
ダ
ニ
エ

ル
・
ア
ラ
プ・
モ
イ
氏
以
外
に
立
候
補
者
が
な

く、
同
氏
の
当
選
が
決
ま
っ
た。

G
C
C
外
相
会
鍛
E
湾
岸
協
力
会
ぷ
（
G
C

C）
外
栂
会
援
は
二
十
二
日
か
ら
三
日
間
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
タ
イ
フ
で
聞
か
れ、
十一
月
に

P
ヤ
ド
で
ア
ラ
プ
首
脳
会
議
を
聞
と
う
と
統
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
発
表
し
て
閉
幕
し
た。
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っ

て
い

る

と
い

う
と

と
で

あ
ろ

う
。

従
っ

て
、

一

九
七
七
年
か

ら
八

J
十
年
、

つ

ま

り

郵
小

平
に

と
っ

て
は
、

一

九
八

五

J
八

七

年
ま
で

が

残
さ

れ
た

グ
成

熟
時

間
d

な
の

で

あ
り
、

と
の

「
機
」

と

そ
は
い

ま

や
郵
小

平
個
人
に

と
っ

て

も
、

そ
の

波

澗

万

丈
の

生
涯
の

グ
成

熟
時

間
d

な
の

で

あ
る
。

と
の

残
さ

れ
た

時

間
の

あ
い

だ
に
、

後

顧
の

藍
い

な
き

ょ

う

中
国

社
会
全
体
の

根
ζ

そ
ぎ
の

非

毛

沢
東

化
、

つ

ま

り

郡
小

平
・

胡

蹴

邦
体
制
化
を
は
か

る
と

と
、

そ
の

た
め

の

最

後
の

踏
け
と

そ
が
、

い

ま

ま
さ
に

始
ま
ろ

う
と
し
て

い

る

整
党
運

動
に
ほ
か

な
ら

な
い
。

整
党
運
動
の
意
味
と
背
景

一

九
七
八

年

十
二

月
の

中
国
共
産

党

十
一

期
三

中
全

会

を

決
定
的

な
転

換
点
と
し
て

み

ず
か

ら
の

権

力
的

基

盤
を

再

編
成
し
は

じ
め

た

郵
小

平
ら
の

旧

英
栂
派
・

現
H
改

革

派
H

は
、

や
が
て
一

九
八
一

年
六

月
の

十
一

期
六

中
全

会

に
必
い

て

胡
耀

邦
・

党
主

席
を
誕

生
さ
せ

る
と
と

も
に
、

懸
案
の

「
建
国
以

来
の

党
の

若
干
の

歴
史
的
問
題
に

閲

す

る

決
議
」

を

採

択
し
て
、

党

中
央
に
お

け
る

非

毛

沢
東
化

を
文
性
の

上
で

達
成
し

た
。

次
い

で

咋
年
九

月
の

中
国

共

産

党
第

十
二

回

大

会
で

は
、

改
正
さ
れ
た

党
規

約
と
と

も

に
、

人

事

面
・

組

織
面
で

も
党

中
央
に
お

け
る

非

毛

沢
東

化
を

実

現
し
、

部
小

平
・

胡
雌

邦
体
制
を

中
央
レ
ベ

ル
・

上

厨
レ
ベ

ル

に

お
い

で
ほ

ぼ

完
全
に

固
め

た

の

で

あ
っ

た
。と

の

よ

う

な
郵
小

平
・

胡
純

邦
体
制
の

北

京
で
の

勝
利

を
テ
コ

に

し
て
、

い

よ
い

よ

全
国
の

地

方
レ
ベ
ル
、

末

端

レ
ベ

ル

に
お

け
る

非

毛

沢
東
化
が
は
か

ら
れ
よ

う
と
し
て

い

る
の

だ
が
、

と
の

新
し
い

キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

は

「
計
画

的

に

段

取

り
を

追
っ

て

盤
党
を
お
と

な
い
、

党
胤
を
根

本
的

に

好
転
さ
せ

る
」

（

胡
錨

邦
）

た
め
の

全
国

的

な

盤
党
運

動
と
し
て
、

と
の

秋
か

ら
ほ

ぼ

三

年
が
か

り
で

お
と

な
わ

れ
よ

う
と
し
て
い

る
。

今

回
の

盤
党
運

動
は
、

現
在
、

党
中
央

紀
体
検
査

委員
会

主

任
と
し
て
と
の

キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

の

直
接
の

指

導

口
任
を

も
っ

立

場
の

陳

雲
・

党

中
央
政
治

局
常
務
委
口
の

党
風
問

題
に
つ
い

て
の
一

連
の

発
言
を
指

導
原

理
に

し
て
必

り
、

�小千文返
刷、村選� ; c 

、‘

E
L
f
t
t

 

中国通信＝将司匝

当

初
は

「

整
風
」

連

動
と
し
て
、

す
で
に
一

年
以
上

前
か

ら
お
と

な
わ
れ
る
は

ず
で

あ
っ

た
。

し

か

し
、

今

回
の

キ

ャ
ン
ペ

ー
ン

は
、

た
ん

な
る

党
風
の

矯
正
と
し
て
の

「

盤

風
」

運

動
で
は

な
く
、

ま
さ
に

四

千
万

中
間
共
産

党
臼
の

思
想
的
・

組
織
的

再
点
検
と
入
れ

替
え
の

意
味
を
も
っ
、

一

種
の

P
郵
小

平
パ

1
ジ
d

と
し
て
の

中
国

共
産

党
改
造

運

動
だ
と
い

え
よ

う
。

と
の

よ

う

な

整
党
運

動
は
、

計
画

的
に

段
取

り
を

迫
っ

て
、

省
・

市
・

自

治

区
と
い

う
一

級

行
政
区
の

機

械
改

革
、

次
に

地

区
・

市
と
い

う
こ

級

行
酔

区
、

さ
ら
に

県
、

人

民
公

社
（

郷
）

と
い

う
末
端
の

機

構

改

革
を

兼
ね
て
、

い

く
つ

か
の

テ
ス
ト
・

ケ
1
ス
を
経
た

う
え
で
お
と

な
う
も
の

と
さ
れ
て
い

る
（

胡
飽

邦
総
由
記

一

九
八
二

年
九

月

1袋!3. 9. 6 

の

十
二

期
一

中
全

会
に
お

け
る

溺
説
、

十
三
日
）
。

!l党運動に一役買ったru小平文選』

中
間

共
産
党
筋

十
二

回
大

会
に

お

け

る

胡
飽

邦
報
告

（
「

社

会
主

義
現
代
化

辿
設
の

新

た

な

局
面
を
全

面
的
に

切

り

開
と

う
」
、

一

九
八
二

年
九

月
一

日
）

に

よ

れ

ば
、

．

整
党
運

動
は
、

①

十
年
に
お

よ
ぶ

動
乱
の

害
毒
が
い

ま
な

お

完
全
に

は
一

抗
さ
れ
て
い

な

い

と

と
、

＠
「
四
つ
の

現
代
化
」

と
い

う

新
し
い

状
況
の

も
と
で

各
種
の

搾
取
階

級
の

思
想
に

よ
る

位
食
が

強
ま
っ

た
と

と
、

＠
思
想
の

不

純
、

作
風
の

不

純
、

組

織
の

不

純
が

存
在

す
る
と

と
、

＠

党
組

織
の

活

動
聞
で
の

軟

弱
無

力
傾

向
と

戦

闘
力
の

欠
如

．

マ
ヒ

状
態
、

⑤
党
只
の

無

賃
任
、

官
僚
主

義
、

職
権

濫

用
、

無
政

府
主
義
、

個
人
主

義
、

派

閥
活

動
、

＠

党
貝
の

汚
職
、

腐
敗
血
落
、

不
正
、

経

済
犯

罪
、

⑦
林
彪
・

江
宵

反
革

命
集
団
の

残

党
の

存
在
、

を

理
由
と
し
て
お

り
、

ζ
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れ
ら
の

深

刻
な
弊

告
を
一

日制

す
る
と

と
が

日

摂
に

な
っ

て

い

る
。

と

う
し
て

見
た

だ
け
で

も
、

当

面
の

盤
党
運

動
が
い

か

に

重
大
な
任

務

を

帯
び
て
い

る
か

が

理

解
で

き
よ

う
。

胡

掘

邦
は
ζ
の

点
に
つ
い

て
、

「

党
風
の

問
題
は
、

政
権
の

座
に

あ
る

党
の

生

死
存
亡
に

か
か

わ
る

問
題
で

あ
る
」

と

の

陳
宗
の

言

葉
を

引
い

た
の

ち
、

整
党
運

動
は

「
疑
い

も

な
く
、

わ
が

党
の

も
っ

と

も

大
き
念

事

業
で

あ

り
、

十
分

に

慎

誌
に

対
処
し
、

十
分
周
到
な

融
仰
を
と
と
の

え
、

計

画
的
に
、

段
取
り

を

追
っ

て

す
す
め

な
け
れ
ば

な
ら

な
い
」

（

前

掲
報
告
）

と

述
べ

て
い

る
。

そ
し
て
、

今
秋
か

ら

実

施
さ

れ

る

盤
党
運
動
の

最

後
の

段
取
り
が
、

党

員
の

再
登

録
と

不

純

党

員
の

除

名
も
し
く
は

離

党
勧

告
で

あ
る
と

と

も

明
ら
か
に

さ
れ
て
い

る
。

非
毛
沢
東
・

三
つ
の
課
題

と
の

場

合
、

当

面
の

課
題
と
し
て

は
、

ま

ず
第
一

に

幹

部

問
題
の

重
要
性
が

指

摘
で

き
よ

う
。

「
も
し

も

現
在
わ

れ
わ
れ
の

側
に
、

本
当
に

し
っ

か

り
し
て
、

は
っ

き

り
目

覚
め
て
お

り
、

役
に

立
つ
一

万
か

ら
二

万
の

幹
部
が
い

て
、

彼
ら
が

其
の
マ

ル

ク
ス

主

義

者
で

あ
れ
ば
、

わ
が

党
の

戦

闘
力
は

非
常
に

高
ま
っ

て

く
る
」
（
『
人

民
日

報
』

評
論

口

「
は
っ

き

り
目

覚
め

た
マ

ル

ク
ス

主

義

者

を
つ

く
ろ

う
」
、

『
人

民
日

報
』

一

九
八
二

年
三

月
十
五

日
）

と
い

う

告
白

が

示
し
て
い

る
よ

う
に
、

部
小

平
・

胡
雌

邦
体
制

を
強

力

に

支
え
る

「
目

覚
め

た

幹
部
」

の

育
成

を
、

幹
部

隊

列
の

「
四

化
（

革

命
化
、

若

年
化
、

知
蹄
化
、

専

門

化
）
」

と

し
て

ま

ず

宗
行
し

・な
け
れ
ば

な
ら

な
い
。

ζ
の

「
四

化
」

は
、

同
時
に
、

毛

沢

東

時
代
か

ら

訣
別

し
た
世

代
に

よ
る

党
の

人
的
・

組
織
的

改

造
を
意

図

す
る

も
の

で

あ
ろ

う
。

第
こ

に
は
、

懸
案
の

機

構
改
革
つ

ま

り

中
国

版

行
革
と

の

結
び
つ

き
で

あ
る
。

そ
も
そ
も

機

構
改
革
に
つ
い

て
の

郵
小

平
の

基
本
的

危

構
想
は
、

毛

沢

東
型
家
父
長
体
制
と

い

う

病
理

を
招
い

た

根

本
原

因
に

党
・

政
・

軍
を

貫
く

複

雑
な
家

産
官
僚

型
の

伝
統
的
な
統

治機

構
が

あ
り
、

と
の

基

盤

を

近
代
化
で

き
な
い

か

ぎ

り
、

毛

沢

東
型

社
会
か

ら

舗h‘

の

訣
別

は
で

き
な
い

と
い

う

認

織
に

支
え
ら
れ
て
い

た
。

一

九
八

O

年
つ

ま

り
庚

申
の

年
に

ち

な
ん
で

「
庚

申
改

革

祭
」

と

呼
ば

れ
た

郡
小

平
発
案
、

鹿
益

隆
（

中
共

中
央

党

史
資

料
蒐

集

委

員
会
副
主

任
）

起

草
の

行
革

構
想
は
、

き

わ
め
て

野
心
的
か
つ

抜
本
的

な
も
の

で

あ
っ

た
が
、

様
々

な
曲

折
や

抵
抗
に

出

会
っ

て
、

公

式
に
は

腸
の

目

を

見
る

と

と

な
く

今
日
に
い

た
っ

て
い

る
。

し
か

し
、

「
機

構
改

革
は

革

命
で

あ
る
」

と
の

郡
小

平
の

信

念
か

ら
し
で

も
、

去
る

六

月
の

お
六

則
合
巨
人

長

代

五
大

会
詑
一

回
会

ふ
と

政

治

協

商
会
館
第
六

期
金
国

委

口
会
第
一

回
会

議
で
の

論

践
か

ら
し
で

も
、

指

導
者
の

兼
職
抑
制
、

職
務

質
任

制
な

ど

を

中
心
と

す
る

「
庚

申
改
革
案
」

は

ま

だ
活
き
て
い

る

と

見
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

行
政
機

構
を
簡

素
化
し
よ

う

と

す

る

志
と
は

異
な
っ

て
、

ち
ょ
っ

と

気

を
ゆ

る
め

れ
ば

組

識
や
機

構
が

肥
大

化

し

複
雑
化

す
る
と
い

う
弊
害
を
除
去

す
る
と

と
が
い

か
に

困
難
で

あ
る
か
、

総
論

賛
成
・

各

論
反

対
型
の

抵
抗
が
、

具

体
的
な
人

口
配

位
に

伴
っ

て
い

か
に

根

強
い

か
は
、

洋

の

東

西
、

社
会
制

度
の

差
異
を
間
わ

ず
共
通
し
て
い

よ

う

が
、

今
回
の

般
党
運
動
の

成

否
と

そ
、

機

構
改
革
の

将
来

を
も

決
定

す
る
と

と
に

な
ろ

う
。

第
三
の
、

し
か

し

き
わ
め
て

E

要
な

探
題
は
、

郵
小

平
・

胡
悶

邦
体
制
に

よ
る

軍
の

統

轄
で

あ
る
。

中
国

社
会
全
体

の

非
毛

沢

東
化
に

と
っ

て
、

ま
た
、

部
小

平
な
き

部
小

平
路

線
の

時

代

を
や
が
て

迎
え
る
に
際
し
て
、

人

民

解
放

軍
の

動

静
は
、

そ
と

が
か
つ
て

毛
沢
東
、

林
彪
の

指

導
下
に

あ

っ

た

だ
け
に
、

ま
た
、

非
部
小

平
系
の

指

導
者
・

葉
剣
笑

の

あ
る

程
度
の

影
響
下
に

あ
っ

た
だ
け
に
、

さ
ら
に
は

ま

た
、

李

徳

生
・

滞
胸
部
隊
司

令
ら

実
力
派

地
方
軍
人
の

掛け

反
が

取
り

沙

汰
さ
れ
て
い

た

だ
け
に
、

き
わ
め
て

重

要
な

問
題
で

あ
る
。

し
か

し
、

と
の

領
域
に
か
ん
し
て

も
、

官

僚
的

支
配
の

時
代
の
一

般
的
傾

向
に

見
ら
れ
る
よ

う
に
、

軍
は
い

ま

や
次

第
に

党
官
僚
の

指

導
の

も
と
に

馴
化
さ
れ

つ
つ

あ
る
と
い

え
よ

う
。

中
固
に
お

け
る
シ
ピ

リ
ア
ン
・

コ

ン

ト
ロ

ー
ル

の

形
成
と
も
い

え
よ

う
が
、

去
る
七
月

五
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日

付

『
人

民
日

報
』

が

掲
載
し

た

「
偉
大
な
転

換
、

卓
越

し

た

貢
献
」

と

題

す
る

『
部
小

平
文

選
』

礼
讃
の

李
徳
生

論
文
は
、

と
の

点
で

も
き

わ
め
て

印

畿
的
で

あ
っ

た
。

い

ま

や

党
と

国

家
の
二

つ
の

草

郡

委

口

会
で

主

席
に

就
任
し

て
い

る

郵
小

平
の

指

部
下
で
、

今
後
の

盤
党
運

動
は

当
然、

人

民

解
放

軍
に

も

及
ぶ
の

で

あ

り
、

中
ソ

接
近
に

よ
る

中

ソ

国

境
地

帯
の

軍

事
緊
張
の

緩

和
も

伴
っ

て
、

人

民

解
放

軍
の

兵
力

削

減
を

合
む

軍
改

革
、

つ

ま
り

毛

沢

東

型
の

軍

か

ら

近
代

軍
へ

の

再
編
が
い

よ
い

よ
日

程
に

上

り
つ
つ

あ

る
と
い

え
よ

う
。

と

う
し
て

整
党
運

動
は
、

き

わ
め
て

具

体
的

な
目
的

を

伴
う

政

治

課
題
だ
と
い

え
よ

う
。

整
党
へ
の
戦
略
・

戦
術

と
の

よ

う

念

盤
党
運

動
で

あ
る
だ

け
に
、

郵
小

平
・

胡

翻

邦
指

噂
部
と
し
て

も
、

そ
の

成

否
に

よ
っ

て
、

将
来
の

存
亡

が

問
わ
れ
る
と
い

う
重
大
な

局
面
に
い

ま

や
立
ち
い

た
っ

て
い

る
。

た
ん

な
る
上
か

ら
の

指

導
だ

け
で

は
、

と

の

よ

う
な
運
動
は

素
通

り
し
て

し

ま
っ

て
、

根
と

そ

ぎ
の

盤
党
に

は

な

り

得
な
い
。

し
か

も
、

整

党
運

動
に

先
が

け

て
お
と

な
わ
れ
た
一

級

行
政
区
レ
ベ

ル

の

機

構
改

革
、

党

委

員
会
改

革
に

際
し
で

も
、

中
央
か

ら
工

作

組
を
派

遣
し

て

強

力
な

行
政
指

導

や
政

治
介
入

が

な
さ
れ
た
に

も
か
か

わ
ら

ず
、

二

十
九

省
・

市
・

自

治

区
の

う
ち
二

十
三

省
・

市
・

自

治

区
の

多
き
に

様
々

な
抵
抗
が

生
じ
て
い

た
の

で

あ
っ

た
。

と
く
に

広
西
チ
ワ
シ

族

自

治

区
、

雲
南

省、

福

建

省
あ
た

り
に

は

深

刻

な
問
題
が

念
お

潜
在
し
て
い

る
と

も

伝

え
ら

れ
て
い

る
。

と
の

よ

う
な

局
面
に

あ
っ

た
だ
け
に
、

か
つ
て

指

噂

者

の

偶
人

崇
拝
や

カ

p
ス
マ

化

を
も
っ

と
も

強
く

批

判
し
て

き
た

郵
小

平
自
身
、

『
郵
小

平
文

選
』

の

刊

行
と

そ
の

大

量

頒

布
を

許
し

た
の

で

あ
ろ

う
。

当

面
、

『
郵
小

平
文

選
』

は
、

か
つ

て
の

『
毛
沢
東

語

録
』

と

異
な
っ

て
、

あ

く

ま

で

も

「
四
つ
の

現

代

化
」

の

た
め
の

実
用

告
と
し
て

位

置

づ

け
ら
れ
て
い

る
が
、

む
し

ろ
郵
小

平
自
身
は

「

毛

沢
東

思
想
」

と
毛

沢
東

個
人
の

全

面
否
定
に
は

反
対
で

あ
っ

た

点

を

最
近
し

き

り
に

強
調
し
て
い

る
と

と

な
ど
は
、

一

一制

の

政

治
的
妥

協
も
し
く
は

当

面
の

戦
術
的

後
退

と

も

見
受

け
ら
れ
る
。

一

方
、

本
年

初
頭
、

人

民

武
装
普
察
部
隊
を
創
設
し

た

と

と
に

次
い

で
、

過
般
の

全
国
人

民

代
表
大

会
が
国

家
安

全

省
を
創
立
し

た
と

と
は
、

同

省
が
当

面
は

圏

内
の

治
理

（

社
会

治
安
の

総
合
的
な
統

治
）

を
目
指

す
も
の

で

あ

り
、

同
時
に

部
小

平
・

胡
飽

邦
指

導
部

自
身
の

特

務
・

公
安
機

構
で

も

あ
る
だ
け
に
、

当

面
の

整
党
運

動
の

た
め
の

重

要

な
政

治
的
措

置
だ
と

思
わ
れ
る
。

と

う
し
て
、

中
圏

内
政
は
、

部
小

平
体
制
の

勝
利
へ

向

け
て
、
い

よ
い

よ

胸
突
き
八
丁
の

場

面
に

さ
し
か
か
っ

た
。

油
断

す
れ
ば

谷
底
へ

転
落
す
る

危
険
を

伴
い

つ
つ

も
、

い

よ
い

よ

頂
上
は

目

前
に

迫
っ

て
い

る
と

も
い

え
よ

う
。

l袋詰.9.6

（
な
か
じ
ま・
み
ね
お
H
東
京
外
鱈
大
教
授）

＊

百

花

綴

乱

の

中

国

歴

史

美
姫
・

貞
女
・

烈
婦
・

悪
女
・

妖
姫
な
ど 、

四
千
年

の
歴
史
を
彩
る
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
や
境
涯
の
女
性

た
ち
百
余
人
を
と
り
あ
げ
関
連
詩
句
な
ど
も
引
用
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
像
を
簡
潔
な
タ
ッ

チ
で
描
〈 。

人
気
の
高
か
っ
た
戯
曲
・

怪
異
諜
・

文
学
作
品
の
ヒ

ロ
イ
ン
も
登
場 、

楽
し
く

読
ま
せ
る
中
国
女
性
史
話 。

時事通信社
東京・千代田・日比谷振東4-85000
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問問問問問問ぷ
。

ス

ー

パ

ー

レ

デ

ィ

ー
’

イ

メ

ル

ダ
・

マ

ル

コ

ス

ア

キ

ノ

事

件

で

後

継

者

電
撃
結
婚

「

僕
と

結

婚
し

て
ほ
し
い
。

承

諾
し

て

く

れ

た

ら
、

必

ず
君
を
大
統

領
夫

人
に

し

て
み
せ

る
」

弱
冠
三

十
五

歳、

若
手
議

員
出
1
の

呼
び

声
高
か

っ

た
マ
ル
コ

ス

が
、

芳

紀
ま
さ
に
二

十
二

歳
、
、、、

ス

・

フ
ィ

p
ピ
ン

に

選
ば

れ
て

間
も

な
い

イ
メ
ル

ダ

踏

に

対

す
る
プ
ロ

ポ

ー
ズ

は

型

破
り
の

も
の

だ
っ

た
。

彼

女
は

承

諾
し
、

二

人
は

デ
l

ト

わ

ず
か
二

週

間
で

電

態
的
に

結

婚
し

た
。

一

九
五

四

年
五

月
の

話
で

あ

る
。

十
一

年

後
、

約
束
通

り
マ
ル
コ

ス

は

六

代
目
の

大
統

領
に

就
任
し
、

イ
メ
ル

ダ

夫
人
は
フ
ィ

p
ピ
ン

の

栄
え
あ
る
フ

ァ

ー
ス
ト
レ

デ
ィ

ー
と

な
っ

た
。

マ

ル
コ

ス
の

自
信
と

イ
メ
ル

ダ
の

部
眼
は

驚
嘆
に

値

す

る
。マ

ル
コ

ス

政
権
は

爾
来
今
日
ま
で

十
八

年
に

及
ぶ

超

長

期
政

樹
で

あ
る
が
、

一

枚
皮
を

剥
げ
ば
、

超

強

権

政

権
と

雷
っ

て
よ
い
。

戒

厳
令
（
η

／
9

t
m

／

J、

の

道

さ

ら

に

険

し

く

－
）

の

強
行
、

政
敵
ぬ
1

ア
キ
ノ

元

上

院

鵠

員
の

逮

捕
と

事
実
上
の

圏

外
追
放
、

大
統

領
三

選
禁
止
の

愈

』Feez

法
改

定
等
々

そ
の

都
例
は

枚
挙
に

・也
が

な
い
。

要

す

る
に

「
米
国

流
民
主
主

義
の
シ
ョ

1

ウ
イ
シ

ド
l
」

に
シ

ャ
ッ

タ
ー

を
お

ろ
し

て

存
命
を
図
っ

て
き
た

政

権
で

あ
る
。

マ

ル
コ

ス

も
イ
メ
ル

ダ

も
、

イ
ン

ド

流
に

言
え
ば

バ

ラ
モ

ン

中
の
バ

ラ
モ

ン
、

超
特

権
階

扱
百

家
族
の

出

身
で

あ
る
。

つ
い

で

・な
が

ら
、

宿
敵
フ
ィ

p
ピ

シ

共
産

党
の

シ
ソ
シ

鵡

長
も

大
地
主
の

せ

が

れ
で

あ
る

の

は

興
味
深
い
。
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マルヨス大統領

マ

ル
コ

ス

は
一

九
一

八

年
、

ル

ソ
ン

ぬ
の

最
北

端

北
イ
ロ
コ

ス

州
生
ま
れ
、

父
は

州
知
事
で

下
院
議

員
。

一

九
三
五

年
マ
ル
コ

ス

は

殺
人
の

容
疑
で

逮
捕
さ
れ

た
と

と

が

あ
る
。

父
親
の

政
敵
を
射

殺
し
て
、

父

を

繰
り
上

げ
当
選
さ
せ

た
と
い

う

嫌

疑
で

あ
っ

た
が
、

最

高
裁
は

無
罪
を
言
い

渡
し

た
。

彼
の

デ
ビ
ュ

ー
は

と
の

都
件
で

あ
る
。

フ
ィ

p
ピ
γ

大

学
時
代
、

弁
論

大

会
で

大
統
制

賞
受
賞
、

全
国
射

融市
大

会
に

参
加
し

て

優
勝
、

そ
し
て

総
長
貨
を
も
ら
っ

て

卒

業、

彼
の

司
法
試
験
合
格
は

法
曹
史
上

最

高
の

得
点
だ
っ

た
と

い

う
。

太

平
洋
戦
争
の

と

き
、

米

率
司

令官
マ
ッ

カ

1

サ
1

将
軍
は
マ
ル
コ

ス

少

佐
に

対
し

栄
誉
勲

章
を

授
与
し

た
。

一

度
は
日

本
軍
の

捕

虜
に

な
っ

た
も
の

の
、

脱
走
に

成

功
し
、

抗
日

グ
P
ラ

部
隊
を
編
成
、

指
揮
し
、

米
軍
の

も
ち
ζ

た
え

作

戦
に

対
す
る

寄
与

絶
大
な
も
の

が

あ
っ

た
か

ら

で

あ

る
。

頭
脳
明
せ

き
、

ロ

八

丁
字
八

丁
、

ひ

と

た
び

志
し
た
ら
万
難
を

排
す
マ
ル
コ
ス
一

流
の

や

り
口

は

ま
さ
に

グ
搬
出
は

ふ危二
葉
よ

り

芳
し
d

の

感
を
深
く

す
る
。

イ
メ
ル

ダ

邸

が
マ
ル
コ

ス
の

破
天

荒
と

も

思
え
る
プ
ロ

ポ
ー
ズ

を

瞬
時
の
ご

と
く

受
け
入
れ
た
の

は
、

彼
の

人
柄
を
よ

く

知
っ

て
い

た
か

ら
に

相

違
な
い
。

l袋33.9. 6 




